


そ
ん
な
に
面
白
い
ん
で
し
ょ
う
か
？
そ

の
あ
た
り
を
作
業
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
も

聞
い
て
み
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

山
本
丑
松
（
五
軒
新
田
・
79
歳
）

３
年
ほ
ど
市
史
編
さ
ん
事
業
の
お
手
伝

い
を
し
て
古
文
書
に
親
し
み
ま
し
た
。
博

物
館
の
古
文
書
研
究
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し

て
い
ま
す
が
、
昔
の
人
も
結
構
遊
ん
で
い

る
の
が
分
か
る
な
ど
面
白
い
で
す
よ（
笑
）。

数
藤
　
剛
（
沖
立
・
68
歳
）

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
３
年

前
か
ら
博
物
館
の
古
文
書

講
座
に
参
加
し
て
古
文
書

に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
古

い
も
の
に
新
し
い
発
見
が

潜
ん
で
い
る
の
が
魅
力
で

す
。

高
橋
銀
一
（
千
手
上
町
・
80
歳
）

古
文
書
講
座
に
入
っ
て
３
年
目
だ
ど
も
、

な
か
な
か
覚
え
き
ら
ん
な
く
て
の
（
笑
）。

昔
の
人
が
書
い
た
、
そ
の
現
物
を
見
ら
ん

が
張
り
合
い
だ
の
。

竹
田
祉
薫
（
馬
場
１
・
31
歳
／
写
真
前
ペ

ー
ジ
右
）

中
学
校
の
美
術
講
師
を
し
て
い
ま
す
。

古
文
書
は
初
心
者
で
す
。
周
り
の
人
た
ち

が
ス
ラ
ス
ラ
読
ん
で
い
る
の
に
び
っ
く
り

し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
読
め
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
ね
。
古
文
書

は
漢
字
の
く
ず
し
方
が
書
道
と

は
違
う
し
、
こ
よ
り
ひ
も
を
作

る
の
に
も
奥
深
い
技
が
あ
っ
て
、

す
ご
ー
く
勉
強
に
な
り
ま
す

（
笑
）。

佐
藤
英
一
（
中
条
北
原
・
69
歳

／
Ａ
チ
ー
ム
の
作
業
を
担
当
）

12
年
ほ
ど
前
に
、
た
ま
た
ま

県
の
古
文
書
講
座
に
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
で
や
み
つ
き
に
な
り
ま
し

た
。
以
来
、
毎
日
見
な
い
と
落
ち
着
か
な

い
で
す
ね
。
反
対
に
気
分
が
す
ぐ
れ
な
い

と
き
で
も
、
古
文
書
を
見
る
と
落
ち
着
き

ま
す
。
麻
薬
の
よ
う
な
も
ん
で
す
（
笑
）。

皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
学
び
な
が
ら
、
何

よ
り
楽
し
み
な
が
ら
古
文
書
と
向
き
合

い
、
地
道
な
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

難
し
い
、
無
理
と
思
っ
て
敬
遠
し
が
ち

な
古
文
書
で
す
が
、か
か
わ
っ
て
み
る
と
、

そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
、
自
然
に
読
め

る
よ
う
に
な
る
よ
う
で
す
。

考
え
て
み
た
ら
、
古
文
書
と
い
っ
て
も

外
国
語
で
は
な
く
、
日
本
語
な
ん
で
す
よ

ね
…
。

今
回
の
震
災
を
契
機
に
、
市
（
情
報
館
）

に
寄
託
さ
れ
た
古
文
書
は
30
件
ほ
ど
。
自

宅
や
倉
庫
の
取
り
壊
し
に
伴
い
連
絡
を
受

け
た
も
の
で
す
。

丸
山
さ
ん
は
、
「
ま
だ
ま
だ
行
き
場
を

な
く
し
て
い
る
古
文
書
が
か
な
り
あ
る
は

ず
」
と
見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
「
加
賀

屋
の
よ
う
な
大
規
模
な
も
の
で
な
く
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
価
値
が
あ
り
ま
す
。
自
宅

や
蔵
な
ど
の
片
付
け
を
す
る
と
き
な
ど
に

見
つ
け
た
ら
、
燃
や
し
た
り
捨
て
た
り
し

な
い
で
、
ま
ず
情
報
館
（
1
７
５
０
―
５

１
０
０
）
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
家
に
あ
る
古
文
書
に
何

が
書
か
れ
て
い
る
の
か
を
調
べ
て
も
ら
う

の
も
い
い
か
も
。「
燃
や
せ
ば
た
だ
の
灰
、

残
せ
ば
国
宝
」
な
ん
て
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
よ
。

「
こ
れ
は
ど
う
で
し
ょ
う
？
」
「
『
為
』

で
す
ね
」「
次
あ
り
ま
す
か
」「
さ
っ
き
の

続
き
で
す
」
…
。

古
文
書
の
整
理
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

さ
ぞ
や
古
め
か
し
い
雰
囲
気
で「
し
〜
ん
」

と
静
ま
り
か
え
っ
て
作
業
を
し
て
い
る
の

か
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
反
対
で
し
た
。
と

て
も
活
気
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
日
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
古
文
書

の
タ
イ
ト
ル
と
内
容
、
年
号
、
月
日
な
ど

を
カ
ー
ド
に
記
録
し
て
い
く
作
業
で
、
い

わ
ば
古
文
書
の
「
戸
籍
」
作
り
。
情
報
館

に
集
ま
っ
た
15
人
ほ
ど
の
古
文
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
互
い
に
情
報
交
換

し
な
が
ら
古
文
書
を
読
み
解
き
、
カ
ー
ド

に
記
録
し
て
い
き
ま
す
。

集
ま
っ
た
の
は
、
あ
る
程
度
古
文
書
が

読
め
る
人
た
ち
で
、
「
Ｂ
チ
ー
ム
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
古
文
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
こ
の
ほ
か
Ａ
チ
ー
ム
と
Ｃ
チ
ー
ム
が

あ
り
ま
す
。
Ａ
チ
ー
ム
は
帳
簿
類
な

ど
の
表
題
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
い
く

作
業
を
担
当
す
る
チ
ー
ム
で
、
帳
簿

類
は
楷
書
で
書
い
て
あ
る
の
で
古
文

書
が
読
め
な
く
て
も
作
業
が
で
き
ま

す
。
Ｃ
チ
ー
ム
は
、「
縮
裂き
れ

見
本
」
を

分
類
す
る
作
業
を
担
当
す
る
チ
ー
ム

で
、
こ
ち
ら
も
古
文
書
が
読
め
な
く

て
も
作
業
可
能
で
す
。
加
賀
屋
文
書

の
整
理
は
、
３
チ
ー
ム
合
わ
せ
て
約

60
人
が
か
か
わ
っ
て
、
数
年
間
に
わ

た
っ
て
進
め
ら
れ
る
事
業
で
す
。

古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ダ

ー
を
務
め
る
丸
山
克
巳
さ
ん
（
南
鐙
坂
・

64
歳
／
写
真
上
左
）
は
、
「
昔
か
ら
越
後

縮
（
カ
ラ
ム
シ
を
原
料
と
す
る
高
級
織
物

で
、
明
石
縮
な
ど
明
治
以
後
の
絹
織
物
と

は
異
な
り
ま
す
）
は
小
千
谷
、
堀
之
内
、

十
日
町
の
３
市
場
を
中
心
に
取
引
き
さ
れ

ま
し
た
。加
賀
屋
は
十
日
町
の
縮
問
屋
で
、

体
系
的
な
資
料
が
残
っ
て
い
る
の
は
こ
こ

だ
け
で
す
。
現
在
の
織
物
の
ル
ー
ツ
で
あ

る
越
後
縮
に
関
す
る
第
一
級
の
史
料
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。
村
や
家
の
で
き
ご
と
な

ど
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
の
も
貴
重

で
す
」
と
、
古
文
書
を
手
に
し
な
が
ら
加

賀
屋
文
書
の
価
値
を
語
り
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
古
文
書
と
い
う
と
ミ

ミ
ズ
が
は
い
ず
っ
た
よ
う
な
字
が
並
ん
で

い
て
、
と
て
も
素
人
に
は
歯
が
立
た
な
い

「
オ
タ
ク
」の
世
界
に
見
え
る
ん
で
す
が
？
　

と
の
質
問
に
は
、「
初
め
は
だ
れ
で
も
そ

う
で
す
よ
。
古
文
書
に
か
か
わ
っ
て
い
る

う
ち
に
、
あ
る
日
突
然
読
め
る
よ
う
に
な

る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
年
齢
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
で
は
、
小
学
校
６
年
生
か

ら
読
み
違
え
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
（
笑
）
。
活
字
は
同
じ
調
子
で
字
が

並
ん
で
い
る
の
で
飽
き
て
し
ま
い
ま
す

が
、
古
文
書
は
肉
筆
で
メ
リ
ハ
リ
が
あ
る

の
で
飽
き
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
。
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３
チ
ー
ム
で
進
め
る
事
業

古
文
書
は
麻
薬

残
せ
ば
国
宝
？

古
文
書
も
日
本
語

小
学
生
で
も
読
め
る
Y

情
報
館
に
寄
託
（
預
か
り
）
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
保
存
・

整
理
作
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。
主
に
加
賀
屋
・
蕪
木
家
（
西
寺

町
）
文
書
で
、
点
数
は
約
３
万
点
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
昨
年
10

月
の
中
越
大
震
災
で
保
管
し
て
い
た
土
蔵
が
大
き
な
被
害
を
受

け
、
解
体
し
て
再
建
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
寄
託
さ

れ
た
も
の
で
、
６
月
か
ら
整
理
作
業
を
進
め
、
７
月
に
は
虫
や

雑
菌
を
駆
除
す
る
薫く
ん

蒸
じ
ょ
う

処
理
を
行
い
ま
し
た
。

作
業
に
当
た
っ
て
い
る
の
は
募
集
に
応
じ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
で
、
中
に
は
古
文
書
に
触
れ
る
の
が
初
め
て
と
い
う

人
も
い
ま
す
。
こ
の
加
賀
屋
文
書
の
価
値
や
古
文
書
保
存
の
意

義
な
ど
に
つ
い
て
、
整
理
作
業

に
あ
た
る
皆
さ
ん
の
感
想
な
ど

を
通
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

共同作業で解読を進めます

加賀屋と加賀屋文書

加賀屋は、今から270年ほど前に創設された商家で、十

日町では最大手の縮問屋として栄えました。商いは越後

縮にとどまらず、薬、呉服、太物（反物）などの小売の

ほか、質屋なども手がけて家業を伸ばしました。会津藩

からは村役人に任命され、明治初期には戸長（のちの村

長）も務めています。明治23年に縮問屋を廃業してから

も織物産業だけでなく、地域の産業振興に大きく貢献し

ました。

古文書が保管されていた土蔵は、明治33年の十日町大

火でも奇跡的に焼け残りました。中には、文化６年（1809）

から寸断なく記録されている「大福帳」、寛政10年

（1798）から安政４年（1857）に至る「店卸帳」、文化７

年（1810）から文政10年（1827）までの「縮勘定帳」、

加賀屋における年中行事をまとめた天保13年（1842）

成立の「永用年中行事記」などのほか、江戸や京都に商

いに出た奉公人からの書状など、膨大な資料が整然と整

理・保管されていました。

加賀屋文書は、幅広い活動をした近世商家の資料がほ

ぼ完璧に残されている、十日町地域はもとより近隣でも

類を見ない貴重な史料です。
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市
で
は
、
新
潟
県
が
策
定
し
た
「
中
越
大
震
災
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
復
興
に
向
け
て
の
課
題
や
方
針
、
施
策
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
震
災
復
興
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

復
旧
に
は
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す

が
、
震
災
前
よ
り
元
気
に
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
復

興
は
、行
政
だ
け
で
は
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
民
・
企
業
・
行
政
の
役
割
分
担
が
必
要

で
す
。

計
画
を
策
定
す
る
た
め
に
、
多
く
の
市

民
の
意
見
を
う
か
が
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
地
区
懇
談
会
や
仮
設
住
宅
入
居
者
・
避

難
市
民
な
ど
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、
支

所
な
ど
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
要
望
な
ど

を
集
約
、
市
報
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
震
災
復
興
の
意
見
募
集
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
防
災
関
係
機
関
及
び
市
民
代
表

な
ど
に
よ
る
計
画
（
案
）
の
内
容
検
討
会

も
開
催
し
ま
す
。

自主防災組織は、「自分の命は自分で守る」「自分の地域は自分で守る」という立場

から、住民一人ひとりが自主的に防災活動を行う組織です。昨年の中越大震災でも、

高齢者の避難誘導や避難所運営に地域コミュニティが大きな力を発揮しました。忘れ

たころにやってくる天災に備え、各町内などで自主防災組織をつくりましょう。自主防災組織をつくりましょう自主防災組織をつくりましょう

復
旧
か
ら
復
興
へ

●問合せ●

市民生活課震災復興室

1757-3111（内線171）

市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
し
ま
す

計
画
策
定
の
流
れ

自主防災組織の活動が
被害を最小限にくい止める

関係機関は全力で救助活動を行いますが、行政が行

う救助には限界があります。地域の被害を最小限にく

い止めるためには、近隣や地域の人々が協力し合いな

がら、消火・救出・救護などを行うことがとても重要

になります。

自主防災組織は、町内会など地域の組織をいかして

結成されるのが一般的です。災害時の防災活動だけで

なく、日ごろから災害を未然に防止するための活動や

災害に備えた消火訓練や避難訓練などを行います。

昨年の中越大震災でも、高齢者の避難誘導や避難所

運営に地域コミュ

ニティが大きな力

を発揮しました。

このようなことか

らも、自主防災組

織の活動が重要で

あるということが

よくわかります。

具体的な進め方の例は、次の通りです。

・集落や町内など地域での今までの災害時の体制を確

認する　　　

・集落や町内など地域の実情に合った役割分担（組織

構成）を決める

・役割分担（組織構成）にそった、担当者を決める

・組織の規約や行動計画を策定する

自主防災組織を結成したら、
市民生活課に連絡してください

・組織規約や役員名簿などの提出をお願いします

・自主防災組織への支援を現在検討しています

各町内会などで自主防災組織設立に取り組んでくだ

さい。できるだけ９月30日までに組織を設立し、市に

報告してください。中越大震災から１年となる10月23

日には、避難訓練などを実施できるようお願いします。

９月30日までに取り組みを

自主防災組織の活動
＜平常時の活動＞
・防災に対する知識普及活動（ミニコミ誌の発行、講

習会の開催など）

・災害を未然に防止するための予防活動（消火資機材

などの点検・整備、家具の固定、建物や塀の耐震診

断など）

・災害発生に備え地域を知るための活動（避難時に介

護が必要な人の把握、地域内の避難場所・避難経路

の把握、地域の湧き水の位置確認など）

・災害発生時の活動を習得するための活動（情報伝達

訓練、避難訓練、消火訓練、救出救護訓練など）

・災害発生時に備えるための活動（防災資機材や備蓄

品の管理など）

＜災害時の活動＞
・情報収集伝達活動（地域内の被害情報の収集や防災

機関への伝達、市役所や消防署などからの救援情報

の住民への周知など）

・初期消火活動（消火器、バケツリレーなどによる初

期消火、可搬式ポンプによる消火活動など）

・避難誘導活動（地域住民の安否の確認、避難場所へ

の誘導、介護が必要な人への援助など）

・救出救護活動（簡単な工具を使用した救出、負傷者

の救護など）

・給食給水活動（備蓄食糧などによる給食、救援物資

の避難場所への運搬・配分）

自主防災組織はこうしてつくろう
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イ
タ
リ
ア
北
部
に
位
置
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
屈
指
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
地
、

コ
モ
市
。
高
級
絹
製
品
の
産
地
と
し

て
も
知
ら
れ
、
十
日
町
市
と
は
絹
織

物
を
仲
立
ち
に
し
て
１
９
７
５
年
に

姉
妹
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

提
携
30
周
年
に
あ
た
る
今
年
、
７

月
22
日
F
か
ら
25
日
B
ま
で
「
コ
モ

市
親
善
使
節
団
」（
団
長
‥
マ
リ
オ
・

パ
ス
ト
ー
レ
市
議
会
議
長
ほ
か
４
人
）

と
「
コ
モ
ー
十
日
町

平
和
の
旅
」
使

節
団
（
代
表
‥
ル
カ
・
マ
ル
キ
オ
氏

ほ
か
３
人
）
を
迎
え
て
歓
迎
記
念
式

典
を
行
い
ま
し
た
。

11
月
に
は
十
日
町
市
の
使
節
団
が

コ
モ
市
を
訪
れ
、
交
流
を
は
ぐ
く
み

ま
す
。

１
９
７
５
年
２
月
27
日
、
世
界
平
和
と

人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
、
互
い
に
友
情
と

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
願
っ
て
十
日
町
市

と
コ
モ
市
は
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
結
び
ま

し
た
。

以
後
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
き
た
使
節

団
の
相
互
訪
問
、
留
学
生
の
相
互
派
遣
、

十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
と
フ

ァ
ミ
リ
ア
・
コ
マ
ス
カ
協
会
と
の
文
化
交

流
、
川
治
小
学
校
と
フ
ァ
ビ
オ
・
フ
ィ
ル

ツ
ィ
校
の
姉
妹
校
提
携
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

交
流
30
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
、
特
別

な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
８
日
に
コ
モ
市
を
出
発
し
、

十
日
町
ま
で
の
２
万
２
、
０
０
０
キ
ロ
を

走
破
し
な
が
ら
、
世
界
の
16
都
市
に
平
和

へ
の
親
書
を
届
け
た
「
平
和
の
旅
」
も
そ

の
一
つ
で
す
。
先
の
盟
約
書
に
う
た
わ
れ

た「
世
界
平
和
と
人
類
の
福
祉
へ
の
貢
献
」

を
、
勇
気
を
も
っ
て
示
す
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

２
台
の
四
輪
駆
動
車
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
、

韓
国
な
ど
世
界
12
か
国
走
破
し
た
「
平
和

の
旅
使
節
団
」
（
男
女
４
人
）
は
７
月
22

日
f
に
十
日
町
市
に
到
着
し
ま
し
た
。
翌

23
日
g
の
市
内
パ
レ
ー
ド
で
は
、
市
民
の

熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

マ
リ
オ
・
パ
ス
ト
ー
レ
市
議
会
議
長
を

団
長
と
す
る
「
コ
モ
市
親
善
使
節
団
」
は
、

平
和
の
旅
使
節
団
と
と
も
に
７
月
22
日
f

〜
25
日
b
の
日
程
で
十
日
町
市
を
訪
問
し
、

市
民
・
関
係
者
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

23
日
g
に
は
、
キ
ナ
ー
レ
で
「
平
和
の

旅
使
節
団
歓
迎
式
典
・
姉
妹
都
市
提
携
30

周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読
や
、

両
市
の
記
念
品
を
交
換
し
た
ほ
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
歓
迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町
を
会
場
に
十

日
町
市
と
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
主
催

の
「
コ
モ
市
親
善
使
節
団
歓
迎
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
」
が
行
わ
れ
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
友

好
を
深
め
ま
し
た
。

24
日
a
に
は
、
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
や

美
人
林
な
ど
、
市
内
の
特
徴
的
な
観
光
資

源
を
見
学
し
、
25
日
b
に
多
く
の
市
民
に

見
送
ら
れ
て
、使
節
団
は
帰
国
し
ま
し
た
。

今
年
５
月
に
予
定
し
て
い
た
「
日
本
の

音
楽
と
料
理
」
を
紹
介
す
る
チ
ー
ム
の
派

遣
が
、
ロ
ー
マ
法
王
の
逝
去
で
延
期
と
な

り
、
11
月
の
使
節
団
訪
問
と
合
流
し
て
コ

モ
市
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
市
民
相
互
の
自
由
で
建

設
的
な
発
想
か
ら
」と
い
う
考
え
の
も
と
、

十
日
町
市
は
コ
モ
市
の
市
民
及
び
企
業
と

の
、
堅
固
な
る
友
好
関
係
、
協
力
、
資
源

及
び
文
化
の
相
互
交
流
を
築
く
役
割
を
担

っ
て
い
き
ま
す
。

十
日
町
市
民
は
姉
妹
都
市
・
コ
モ
市
と

コ
モ
市
民
を
誇
り
に
思
い
、
将
来
に
わ
た

り
友
好
の
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
11
月
の
交
流
使
節
団

の
コ
モ
市
訪
問
を
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
し

ま
し
ょ
う
。

両
市
を
結
ぶ
友
好
の
絆

姉
妹
都
市
交
流
は
世
紀
を
超
え
て

新
た
な
る
ス
テ
ッ
プ
へ

姉
妹
都
市
交
流
は
世
紀
を
超
え
て

新
た
な
る
ス
テ
ッ
プ
へ

岡村松烟氏制作の「平和」の額が十日町市からコモ市に贈られました

市役所前で保育園児から花束を受け取る使節団一行

飛
躍
へ
の
好
機
は

11
月
の
コ
モ
市
訪
問

コ
モ
市
親
善
使
節
団
歓
迎
記
念
式
典�

コ
モ
│

十
日
町 

平
和
の
旅
使
節
団
ゴ
ー
ル�

歓迎式典は水を抜いた
キナーレ中央の池で行われました

歓
迎
行
事
で

友
好
を
確
認



9 市報とおかまち『だんだん』平成17年8月10日号 8市報とおかまち『だんだん』平成17年8月10日号

５
月
20
日
付
で
市
長
を
本
部
長
と
す
る

「
十
日
町
市
中
越
大
震
災
復
興
本
部
」を
設

置
し
ま
し
た
。
震
災
復
興
本
部
で
は
、
震

災
前
よ
り
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
の
「
震
災
復
興
計
画
」
の
策
定
を
行
い

ま
す
。
策
定
後
に
は
、
各
家
庭
に
ダ
イ
ジ

ェ
ス
ト
版
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
防
災
意
識
の
高
い
今
、
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
の
精
神
で
、

町
内
会
、
振
興
会
単
位
な
ど
で
「
自
主
防

災
組
織
」
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

地
域
自
治
組
織
は
、
市
町
村
内
の
一
定

の
区
域
を
単
位
と
し
、
住
民
自
治
の
強
化

や
行
政
と
住
民
と
の
協
働
の
推
進
な
ど
を

目
的
と
す
る
組
織
で
す
。
合
併
協
定
書
で

は
、「
住
民
主
体
の
新
た
な
地
域
運
営
の
仕

組
み
の
構
築
を
行
う
中
核
組
織
と
し
て
地

域
協
議
会
を
置
く
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
協
議
会
は
旧
市
町
村
単
位
に
設
置
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
い
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
活
動
が
始
ま
り
ま

す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
安
心
、
安
全
、
便

利
に
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が

ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
る
情
報
の
高
速
道
路
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
公
共

施
設
98
か
所
を
結
ぶ
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ

ル
を
敷
設
し
ま
す
。
来
年
度
以
降
は
、
今

年
作
る
情
報
網
か
ら
各
家
庭
ま
で
毛
細
血

管
の
よ
う
に
伸
ば
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
、
地
域
再
生
の
き
っ
か
け
と

な
り
、
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
防
災
告
知

放
送
、
課
題
で
あ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

対
応
や
難
視
聴
対
策
の
た
め
の
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
事
業
な
ど
に
も
取
り
組
む
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
に
よ
り
私
た
ち
の
暮
ら

し
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
視
覚
的
に
分
か

り
や
す
い
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
、
秋
口
か
ら

住
民
説
明
会
を
行
う
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

主
要
な
事
業
や
合
併
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
市

報
７
月
10
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
担
当：

財
政
課
）

これからの市政を考える

市政事務嘱託員会議が
行われました

川西会場での嘱託員会議

平
成
17
年
度
の
市
政
事
務
嘱
託
員
会
議
が
７
月
11
日
B
か
ら
15
日
F
に

か
け
て
旧
市
町
村
別
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
平
成
17
年
度
予
算
や
市
の
主
要
施
策
な
ど
を
説
明
し
、
嘱

託
員
の
皆
さ
ん
か
ら
市
政
に
関
す
る
質
問
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

新
市
の
主
要
施
策

嘱
託
員
会
議
で
説
明
さ
れ
た
主
要
施
策
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

震
災
対
応
・
防
災

地
域
自
治
組
織

高
速
情
報
通
信
網
整
備

平
成
17
年
度
予
算

市政事務嘱託員会議が
行われました平成17年度

コ
モ
の
若
者
が
大
陸
を
走
破
し
て
十
日

町
に
や
っ
て
く
る
…
。
最
初
に
こ
の
計
画

を
知
っ
た
と
き
か
ら
、
ま
だ
見
ぬ
若
者
の

無
事
を
祈
る
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

５
月
中
旬
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
の
反

政
府
暴
動
が
報
じ
ら
れ
た
こ
ろ
、
彼
ら
は

ち
ょ
う
ど
現
場
近
く
に
さ
し
か
か
っ
て
い

ま
し
た
。「
危
険
な
場
所
に
わ
ざ
わ
ざ
平
和

を
唱
え
に
出
か
け
る
の
は
あ
ま
り
に
も
無

謀
」「
平
和
が
壊
れ
か
か
っ
た
場
所
だ
か
ら

こ
そ
、
立
ち
寄
る
意
義
が
あ
る
」
な
ど
「
平

和
の
旅
」
の
意
義
に
つ
い
て
私
た
ち
の
職

場
で
も
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

日
本
に
到
着
後
、
リ
ー
ダ
ー
の
ル
カ
・

マ
ル
キ
オ
氏
は
旅
の
様
子
に
つ
い
て
「
２

万
２
、
０
０
０
キ
ロ
を
走
っ
た
の
で
苦
し

い
場
面
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
中
国
に
車

で
の
入
国
を
拒
否
さ
れ
14
日
間
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
首
都
に
留
ま
っ
た
こ
と
。
入
国
を

あ
き
ら
め
て
う
回
し
た
シ
ベ
リ
ア
で
の
夜

の
寒
さ
。
悪
路
で
の
タ
イ
ヤ
破
裂
、
沼
へ

の
ダ
イ
ブ
な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
苦
難
を

乗
り
越
え
て
き
た
」
こ
と
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、「
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
重
要
性
を
４
人
全
員
が
し
っ
か
り
認
識

し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
目
的
を
完
遂
で
き

た
」と
誇
ら
し
げ
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

旅
の
最
終
章
、
４
人
が
韓
国
釜
山
か
ら

下
関
に
入
国
す
る
際
、
入
管
や
国
際
免
許

証
書
換
え
補
助
の
た
め
に
私
を
含
む
市
の

担
当
者
２
人
が
現
地
に
赴
き
ま
し
た
。
旅

の
過
酷
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う
に
、
砂
塵

に
ま
み
れ
、
ガ
ラ
ス
は
ひ
び
割
れ
、
バ
ン

パ
ー
に
赤
錆
の
浮
い
た
車
体
を
見
た
と
き

は
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
無
論
、
彼
ら
と

の
無
事
の
対
面
を
第
一
に
喜
ん
だ
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
７
月
23
日
g
の
十
日
町
市
街

地
で
の
最
終
走
行
と
記
念
式
典
で
は
、
多

く
の
皆
様
か
ら
祝
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

が
、
彼
ら
へ
の
最
大
の
賛
辞
と
な
り
ま
し

た
。「
平
和
の
旅
」は
無
事
ゴ
ー
ル
を
迎
え
、

今
は
彼
ら
が
届
け
た
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
が
十
日
町
市
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
モ
市
の
若
者
が
十
日
町
市
民
に
伝
え
た

か
っ
た
「
平
和
・
友
愛
・
核
廃
絶
」
な
ど
、

国
境
を
超
え
た
普
遍
の
目
標
に
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
立
ち
上
が
る
と
き
、
姉
妹
都

市
の
間
に
存
在
す
る
あ
ら
ゆ
る
障
害
は
、

い
と
も
た
や
す
く
消
え
去
る
で
あ
ろ
う
と

信
じ
て
い
ま
す
。

観
光
交
流
課
　
　
小

林

充最終走行にて市民からの花束贈呈

平
和
の
旅
使
節
団
を
迎
え
て

平和使節都市及び「平和市長会議」（国連登録国際組織）の

常任加盟都市であり、その副議長を務めるコモ市は、2005年

に日本の十日町との姉妹都市提携30周年を迎えます。我々は、

親密な関係を築く橋をイタリアから日本に向けて架けたいと

考えています。その橋脚の柱は、両国を隔てる長い距離の中

に存在するほかの平和使節都市や「平和市長会議」の加盟都

市です。平和的共存は、遠く離れて暮らし、末永い対話を確

立したいと願う両都市市民の間に堅固な関係を築く基礎とな

るものです。また文化は、平和関係を発展させるための主要

な要素です。当市が設立会員の一つでもあり、当市にその本

部を置く協会Volta-Landau Networkセンターは、1995年よ

り国際科学協力プロジェクトに取り組んでおり、軍縮、核拡

散防止、持続可能な発展、エネルギー及び水資源に関連した

世界的な監視活動を推進してまいりました。コモ市は2005年

度、平和概念を拡大及び具体化しようと考えています。コモ

市は、この友好メッセージをあてた21都市の市民及び企業と、

当市の市民及び企業との、堅固なる友好関係、協力、資源及

び文化の相互交流を築くお手伝いをいたします。

コモ市長　ステファノ・ブルーニ

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
を
記
念
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
し
て
「
平
和
･
友
愛
･
連
帯
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

平
和
的
共
存
を
願
う
世
界
12
か
国
の
16
都
市
に
届
け

た
「
平
和
の
旅
」
が
７
月
23
日
G
、
最
終
ゴ
ー
ル
の

越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ
に
到
着
し
ま
し
た
。
２

年
の
準
備
期
間
と
70
日
間
・
２
万
２
、
０
０
０
キ
ロ

の
走
破
の
果
て
に
成
し
遂
げ
た
「
平
和
の
旅
」
を
迎

え
る
職
員
の
胸
中
は
…
。

大陸を超えて届けられた
平和のメッセージ

大陸を超えて届けられた
平和のメッセージ
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Ｑ

壊
れ
た
鎮
守
様
の
石
段
や
集
落
セ
ン

タ
ー
の
震
災
復
旧
の
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

鎮
守
様
や
観
音
様
な
ど
は
、
集
落
セ

ン
タ
ー
と
同
じ
よ
う
に
、
昔
か
ら
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
復
旧
支
援
は
、

市
と
し
て
も
新
潟
県
中
越
大
震
災
復
興
基

金
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
含
め
る
よ
う
強
く

要
望
し
て
い
ま
す
。

事
業
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
採
択
さ
れ
る
か

は
未
定
で
す
が
、
採
択
さ
れ
る
場
合
を
想

定
し
て
、
関
係
書
類
・
写
真
な
ど
は
整
備

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

Ｑ

自
主
防
災
組
織
は
ど
う
し
て
も
設
立

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
小
さ
な
集

落
で
は
、
無
理
だ
と
思
う
が
。

Ａ

自
主
防
災
組
織
の
設
立
は
任
意
で
す
。

し
か
し
、
災
害
時
の
救
助
に
は
限
界
が
あ

る
た
め
、
ど
う
し
て
も
「
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
精
神
で
防
災

組
織
を
設
立
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
作
る
に
は
、
す
で
に

あ
る
町
内
会
や
振
興
会
な
ど
の
組
織
を
基

に
組
み
入
れ
て
行
く
方
法
と
、
新
た
に
立

ち
上
げ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。当
地
域
は
、

従
来
あ
る
組
織
に
組
み
入
れ
て
い
く
方
法

が
自
然
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

地
区
消
防
団
が
あ
る
た
め
、
自
主
防

災
組
織
を
作
ら
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
も
し
作
る
と
し
た
ら
、
消
防
団
の

位
置
づ
け
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
が
望
ま

し
い
の
か
。

Ａ

消
防
団
は
、
災
害
時
に
消
火
や
救
助

な
ど
を
常
備
消
防
と
と
も
に
優
先
的
に
実

施
し
ま
す
。
消
防
団
に
は
自
主
防
災
組
織

に
対
し
て
、
災
害
時
に
お
け
る
協
力
関
係

機
関
と
し
て
、
ま
た
平
常
時
に
お
け
る
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割
と
し
て
の
２
つ
の

立
場
が
期
待
さ
れ
る
と
考
え
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
と
は
別
の
組
織

と
な
る
の
で
、
ぜ
ひ
自
主
防
災
組
織
を
立

ち
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

戸
数
の
少
な
い
町
内
は
、
役
員
が
重

複
し
て
も
よ
い
か
。

Ａ

役
員
は
重
複
し
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
衛
生
班
と
清
掃
班
を
衛
生
・
清

掃
班
と
し
た
り
、
連
携
調
整
班
の
業
務
は

副
会
長
が
担
当
し
班
は
設
置
し
な
い
と
し

た
り
す
る
な
ど
、
実
情
に
合
わ
せ
て
ま
と

め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

自
主
防
災
組
織
は
、
定
期
的
な
会
議

が
必
要
か
。
自
主
防
災
組
織
と
消
防
団
な

ど
別
々
に
会
議
が
必
要
か
。
ま
た
、
既
存

の
消
防
団
組
織
に
含
ま
れ
る
よ
う
な
組
織

で
あ
れ
ば
取
り
組
み
や
す
い
と
考
え
る
が
。

Ａ

自
主
防
災
組
織
は
、
定
期
的
な
会
議

を
実
施
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
総
会

は
町
内
会
の
総
会
と
兼
ね
る
ほ
か
、
防
災

訓
練
の
打
ち
合
わ
せ
も
町
内
会
の
定
期
的

な
会
の
と
き
に
済
ま
せ
て
し
ま
う
な
ど
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

９
月
末
ま
で
に
設
立
す
る
よ
う
要
請

が
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
に
形
が
で
き
る
か

不
安
が
あ
る
。

Ａ

９
月
末
ま
で
に
設
立
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
が
、
地
域
の
実
情
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
遅
く
と
も
年
内
に
は
取
り

組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

震災で倒壊した神社の鳥居（田川町１）

Ｑ

地
区
に
集
落
セ
ン
タ
ー
は
、
１
か
所

で
す
。
安
全
に
避
難
で
き
る
場
所
の
選
定

は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
。

Ａ

今
後
、
各
地
域
で
中
越
大
震
災
時
に

ど
こ
に
避
難
し
た
か
な
ど
の
聞
き
取
り
調

査
を
し
ま
す
。
そ
の
際
に
、
近
く
の
学
校

な
ど
が
適
当
か
ど
う
か
な
ど
に
つ
い
て
、

相
談
し
ま
す
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

テ
レ
ビ
に
よ
る
十
日
町
市
の
震
度
速

報
が
、他
市
町
村
に
比
較
し
遅
く
感
じ
る
。

設
置
場
所
は
適
正
か
、
測
定
機
械
の
感
度

の
適
正
化
も
お
願
い
し
た
い
。

Ａ

震
度
計
は
、
気
象
庁
が
現
地
を
確
認

し
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。
測
定
機
械
の

感
度
は
、
６
月
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
心
配
な
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

（
担
当
‥
市
民
生
活
課
）

Ｑ

高
速
情
報
通
信
網
が
完
成
す
れ
ば
、

共
聴
ア
ン
テ
ナ
が
い
ら
な
く
な
る
の
か
。

Ａ

各
世
帯
ま
で
の
高
速
情
報
通
信
網
を

整
備
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
れ
ば
、
共
聴
ア
ン
テ
ナ
は
不

要
と
な
り
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

Ｑ

四
日
町
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
は
い

つ
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

Ａ

１
棟
は
平
成
17
年
度
に
設
計
を
行
い
、

18
年
度
に
着
工
、
19
年
度
に
完
成
の
予
定

で
す
。

（
担
当
‥
建
設
課
）

Ｑ

医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
も
う

少
し
詳
し
く
お
知
ら
せ
願
い
た
い
。

Ａ

市
で
は
、
小
児
に
か
か
る
医
療
費
に

つ
い
て
、入
院
の
場
合
は
一
日
に
つ
き
１
、

２
０
０
円
、
外
来
の
場
合
は
一
回
に
つ
き

５
３
０
円
の
負
担
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
助
成
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

助
成
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す

の
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

１
　
乳
児
医
療
費
助
成

対
象
者
＝
入
院
・
外
来
と
も
満
１
歳
未
　

満
の
乳
児
。

２
　
幼
児
医
療
費
助
成

対
象
者
＝
入
院
は
、
満
１
歳
以
上
か
ら

満
６
歳
に
達
し
た
年
度
の
末
日
（
３
月

31
日
）
ま
で
の
幼
児
。
外
来
は
、
満
１

歳
以
上
か
ら
満
４
歳
に
達
す
る
月
の
末

日
ま
で
の
幼
児
。

３
　
小
・
中
学
生
入
院
費
助
成

対
象
者
＝
小
学
校
に
入
学
し
た
月
の
初

日
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る
月
の
末
日

ま
で
の
児
童
・
生
徒
。
た
だ
し
、
入
院

に
か
か
る
費
用
の
み
。
所
得
制
限
（
児

童
手
当
に
準
じ
る
）
あ
り
。

４
　
ひ
と
り
親
医
療
費
助
成

対
象
者
＝
子
が
満
18
歳
に
達
し
た
年
度

の
末
日
ま
で
の
母
子
、
父
子
家
庭
。
所

得
制
限
（
児
童
扶
養
手
当
に
準
じ
る
）

あ
り
。

ほ
か
に
も
、
重
度
心
身
障
害
者
や
老
人

に
つ
い
て
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
市
報
５
月
10
日
号
18
ペ
ー
ジ
の
お

知
ら
せ
・
ガ
イ
ド
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

（
担
当
‥
健
康
支
援
課
）

Ｑ

回
覧
す
る
資
料
が
増
加
し
て
い
る
の

で
、
回
覧
板
の
形
状
・
雨
天
対
策
な
ど
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

嘱
託
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
検
討
し
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

Ｑ

ア
パ
ー
ト
の
住
人
が
多
い
た
め
、
配

布
物
に
ア
パ
ー
ト
名
や
何
号
室
な
ど
を
明

記
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

行
政
区
内
の
世
帯
数
は
、
嘱
託
員
の

皆
さ
ん
に
報
告
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

住
民
票
を
お
か
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、

今
後
も
資
料
を
配
布
す
る
世
帯
は
、
嘱
託

員
の
皆
さ
ん
に
把
握
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
担
当
‥
総
合
政
策
課
）

四
日
町
市
営
住
宅

松
之
山
会
場
で
説
明
を
す
る
田
口
市
長

震
災
復
興
支
援

市
政
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

嘱
託
員
会
議
で
出
さ
れ
た
質
問
票
に
お
答
え
し
ま
す

自
主
防
災
組
織

消
防
団
は
、
自
主
防
災
組
織
に
お
い
て

は
、
平
常
時
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
役
割

を
担
う
こ
と
が
、
適
当
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
位
置
づ
け
も
そ
の
よ

う
な
形
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

避
難
場
所

震
度
計
の
設
置
場
所

高
速
情
報
通
信
網

医
療
費
助
成

市
営
住
宅

回
覧
・
配
付
物
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定員講　　座　　名 期　　　日 時　　　間

午後２時～４時

午後1時30分～4時30分

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後1時30分～4時30分

午後７時～９時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後２時～４時

午後２時～４時

午後７時～９時

午後1時30分～4時30分

午後７時～９時

ホームページ作成ソフトのホームページ
ビルダーの基本的な使い方を、実際にホ
ームページを作成しながら学びます。

大勢の皆さんから気軽にパソコンにふれていただく

きっかけとして、コンピュータ研修を開催します。パ

ソコン操作とインターネット入門のための基礎講習の

ほか、ワード（文書作成）やエクセル（表計算）、ホ

ームページビルダー（ホームページ作成）などの入門

講座と、ワード・エクセルの応用講座があります。情

報館のパソコンを実際に操作しながら学習します。ぜ

ひご参加ください。

◆対　象
パソコン初心者で、マウスやキーボード操作に不慣

れな人、文書作成や表計算などの操作を覚えたい人、

自分のホームページを作ってみたい人

応用講座は入門からのステップアップをしたい人

◆会　場 十日町情報館

◆受講料 4,000円（テキスト代含む）

◆申込み方法 申込書・はがきで受け付けます

エクセル（表計算）

入　　　門

ワード（文書作成）

入　　　門

電源の入れ方・マウスの操作・文

字入力から始めます。ホームペー

ジの閲覧や情報の検索、電子メー

ルの送受信を講習します。

パ ソ コ ン ＆

インターネット

入　　　門

ホームページ作成
入　　　門

文書作成ソフトWordの基本的な

使い方を講習します。体裁を整え、

写真を挿入するなどして、見栄え

の良い文書作成の方法を学びます。

い

ず

れ

の

講

座

も

18

人

ワード（文書作成）
応　　　用

基本操作から一歩進み、より高度

な文書作成をマスターします。

エクセル（表計算）

応　　　用

表計算ソフトExcelの基本操作から一歩
進み、より高度な機能の活用をマスタ
ーします。（複数シートの活用、関数、
グラフ設定、データベース機能など）

表計算ソフトExcelの基本的な使

い方を講習します。実際に集計表

やグラフ作成を通して、Excelの機

能の一端を学びます。

９月６日c・７日d・８日e

９月21日d・22日e

10月４日c・５日d・６日e

10月12日d・13日e・14日f

11月８日c・９日d・10日e

９月27日c・28日d・29日e

10月25日c・26日d・27日e

９月６日c・７日d・８日e・９日f

９月13日c・14日d・15日e・16日f

10月18日c・19日d・20日e・21日f

11月８日c・９日d・10日e・11日f

11月15日c・16日d・17日e・18日f

9月27日c・28日d・29日e

12月１日e・２日f

９月13日c・14日d・15日e・16日f

10月4日c・5日d・６日e・７日f

10月18日c・19日d・20日e・21日f

10月25日c・26日d・27日e・28日f

11月15日c・16日d・17日e・18日f

10月12日d・13日e・14日f

11月26日g・27日a

12月6日c・７日d・８日e

情報館にある申込書を記入・提出するか、はがきに

次の①～⑥を記入・郵送してください。①希望講座名

②希望日程③郵便番号④住所⑤氏名⑥電話番号

※複数の講座を希望する場合、それぞれ別々に申込ん

でください

◆申込み締切り ８月21日a（当日消印有効）

※結果は８月26日fまでにお知らせします

※定員を超えた講座は抽選となります（先着順ではあ

りません）

【定員に達しない講座は

電話・窓口での申込みを受け付けます】

８月27日g午前９時30分から、先着順で受け付け

ます。

※満員の講座はキャンセル待ちを受け付けます

※申込みが５人以下の講座は中止することがあります

◆申込み・問合せ
十日町情報館（〒948-0072西本町2）1750-5100

内　　　容

●平成17年度全国高等学校総合体育大会

▼空手道（８月３日d～５日f千葉県浦安市）

…児玉有里、高橋直一（以上十日町高）、南雲豊（十

日町総合高）、市川美樹（松代高）

▼陸上競技（８月２日c～６日g千葉県千葉市）…南

雲啓太、遠田祐貴、阿部竹雪、田村英晃、村山未有

（以上十日町高）、小川将吾、小島信義（以上十日町

総合高）、鈴木龍也（八海高、南中出身）、林洋介（八

海高、南中出身）

▼相撲（８月２日c～４日e千葉県木更津市）…村山

達也（海洋高、下条中出身）

●平成17年度全国高等学校定時制通信制陸上競技大

会（８月11日e～14日a東京都国立競技場）…池

田愛子、阿部和之、小海和宏（以上十日町高）

７月・８月に開催されるスポーツ全

国大会に出場する選手たちにエールを

送ろうと7月26日C、十日町保健セン

ターで激励壮行会が行われました。こ

の夏、市内からは33人の小・中学生と

高校生がスポーツの全国大会（５大

会・３種目）に出場します。晴れ舞台

での活躍が期待されます。

出場大会と選手名・所属は次の通り

です。 ※敬称略

スポーツ全国大会

芸術・文化全国大会

●第13回全国中学校空手道選手権大会（８月20日g～

21日a高知県高知市）…田辺貴大（川西中）、相沢

祐樹、市川銀次、高澤慎太郎（以上松代中）

●第５回全日本少年少女空手道選手権大会（７月31日

a東京都武道館）…中條美月、高橋寛行（以上千手

小）、春日数紗、柳和真（以上吉田小）、庭野慎吾（東

小）、村山夏穂、村山萌依（以上西小）、松井美咲（十

日町小）、服部千花（田沢小）

●第21回わんぱく相撲全国大会（７月30日g～31日a

東京都両国国技館）…田中暁紘（水沢小）、児玉達義、

佐藤崇（以上吉田小）

※編集の都合上、全国大会の入賞者は次号以降に掲載します

全国大会はスポーツだけじゃない！アー

トの町・十日町の若き力が全国で爆発！こ

の夏、市内からは５人の高校生が芸術・文

化の全国大会（３大会・２種目）に出場し

ます。晴れ舞台での活躍が期待されます。

出場大会と選手名・所属は次の通りです。

※敬称略

●第29回全国高等学校総合文化祭

▼写真部門（７月27日d～29日f青森県むつ市）

…柳鮎美（松代高）

▼新聞部門（７月27日d～29日f青森県青森市）

…中沢恭子（松代高）

●第12回全国高等学校写真選手権大会

「写真甲子園2005」（７月26日c～29日f北海道東川町）

…吉樂佳代子、江口あゆみ、保坂友紀（以上十日町総合高）
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

「
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
！
」
を
テ
ー

マ
に
開
催
さ
れ
た
第
５
回
花
の
ア
ー
ト
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門
（
団

体
の
部
・
個
人
の
部
）
及
び
コ
ン
テ
ナ
ガ

ー
デ
ン
部
門
の
２
部
門
に
、
合
わ
せ
て
24

作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
７
月
27
日

d
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
30
日
g
に
は
ひ

だ
ま
り
プ
ー
ル
前
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
（
団
体
）
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
作
品
は
８
月
16
日
c

（
予
定
）
ま
で
、
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
で
展

示
し
て
い
ま
す
（
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門
は

写
真
展
示
）。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
部
門

○
団
体
の
部
（
応
募
８
）

最
優
秀
賞
　
十
日
町
地
域
川
西

交
通
安
全
協
会
女
性
部

優
秀
賞
　
　
千
手
小
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
別
賞
　
　
南
台
町
内
会

○
個
人
の
部
（
応
募
６
）

最
優
秀
賞
　
山
下
ア
イ
（
学
校
町
）

優
秀
賞
　
　
南
雲
要
子
（
美
咲
町
）

特
別
賞
　
　
田
村
ヒ
ロ
ミ
（
南
台
）

◎
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
部
門
（
応
募
10
）

最
優
秀
賞
　
清
水
ノ
リ
子
（
学
校
町
）

優
秀
賞
　
　
南
雲
要
子
（
美
咲
町
）

特
別
賞
　
　
櫃
間
ヒ
サ
（
中
屋
敷
）

気
候
の
良
い
時
期
に
で
き
る
だ
け
工
事

を
進
め
た
い
こ
と
か
ら
、
現
場
に
は
車
両

が
出
入
り
し
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
音
な
ど
が

発
生
し
た
り
し
、
周
辺
の
皆
様
に
は
大
変

お
騒
が
せ
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
面
に
十
分
な
注
意
を
払

い
な
が
ら
工
事
を
進
め
ま
す
の
で
、
し
ば

ら
く
の
間
お
許
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
在
、
施
設
の
南
側
部
分
「
ホ
ー
ル
」

の
場
所
は
、
東
西
南
側
が
ス
ッ
ポ
リ
と
灰

色
の
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
て
中
ま
で
は
見
え

ま
せ
ん
。

そ
の
足
場
の
中
で
は
、
柱
や
壁
の
配
筋

作
業
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
込
み
作
業
、

配
管
の
た
め
に
壁
な
ど
を
貫
通
す
る
ス
リ

ー
ブ
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
場
の
中
心
部
で
は
、
大
型
25
ト
ン
ク

レ
ー
ン
が
、
忙
し
く
資
材
を
つ
っ
て
い
ま

す
。「

あ
の
真
ん
中
の
ク
レ
ー
ン
は
ど
こ
か

ら
脱
出
す
る
の
か
？
」
と
い
う
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

現
場
の
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
当

分
あ
の
ま
ま
で
、
な
ん
と
か
な
る
て
」
。

と
い
う
の
は
冗
談
で
、
作
業
が
全
て
終
了

し
た
ら
自
走
で
脱
出
で
き
る
よ
う
に
、
計

算
さ
れ
つ
く
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た
中
心
部
か
ら
ク
レ

ー
ン
が
空
に
伸
び
て
い
る
姿
は
、
特
別
な

パ
ビ
リ
オ
ン
と
い
っ
た
状
態
で
す
。

お
よ
そ
３
か
月
、
建
設
中
の
建
物
の
中

で
作
業
を
続
け
る
黄
色
い
ク
レ
ー
ン
、
さ

て
、
燃
料
は
ど
う
や
っ
て
補
給
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
？

交通安全協会女性部

山下アイ

清
水
ノ
リ
子

さながら「おりの中のクレーン」（７月21日E）

問
合
せ

教
育
委
員
会
川
西
事
務
所

1
７
６
８
―
２
１
６
７

春から保存しておいた雪で広場を作り、雪上で

ゲームを行います。夏の暑い１日を雪の上で涼し

く遊んでみませんか。

日　時 ８月15日b午前10時30分～

会　場 大厳寺高原特設会場

内　容 雪上綱引き、パン食い競争、ビンゴ大

会、岩魚つかみ取りほか

※豪華賞品多数

※ゲームの参加受付は当日会場で

問合せ 松之山観光協会1596-3011

第19回 真夏の雪祭り湯
山
集
落
の
湯
山
ぶ
な
っ
こ
太
鼓
で
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
太
鼓
を
購
入

し
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事

業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
の
た
め
、
宝

く
じ
の
収
益
金
が
利
用
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
湯

山
ぶ
な
っ
こ
太
鼓
の
活
動

は
、
集
落
を
巻
き
込
ん
だ

各
種
事
業
の
ほ
か
、
福
祉

施
設
へ
の
訪
問
活
動
な
ど

積
極
的
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
今
年
度
の
助
成
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
助
成
を
受
け
て
購
入
し
た
太
鼓

は
、
ハ
イ
テ
ク
太
鼓
６
台
、
二
丁
掛
締
太

鼓
２
台
、
立
奏
台
や
チ
ャ
ン
チ
キ
な
ど
で

す
。
７
月
中
旬
、
待
ち
に

待
っ
た
太
鼓
が
届
き
ま
し

た
。「
今
ま
で
は
活
動
の
た

び
に
他
団
体
か
ら
太
鼓
を

借
り
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
い
つ
で
も
思
う

存
分
に
太
鼓
を
打
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
会
員
か

ら
は
喜
び
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
９
月
の
秋
祭
り

に
太
鼓
の
お
披
露
目
を
行

う
予
定
で
す
。

自
治
宝
く
じ
助
成
で
太
鼓
を
整
備
〜
湯
山
ぶ
な
っ
こ
太
鼓
〜

７
月
23
日
G
、
第
30
回
を
数
え
る
松
之
山
地
域
の
湯
鳥
大
運
動
会
が
松
之

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
午
後
、

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
住
民
総
参
加
に
よ
り
、
地
域
の
和
合
と
パ
ワ
ー

の
競
演
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
も
地
区
対
抗
競
技
の
４
種
目
で
は
、
白
熱
し

た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
運
動
会
の
様
子
を
写
真
で

紹
介
し
ま
す
。

■
ク
レ
ー
ン
出
ら
れ
る
の
？
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保
育
園
の
と
き
に
好
き
な
先

生
が
い
た
ん
で
す
。
そ
ん
な
保

育
園
の
先
生
に
な
り
た
い
な
ぁ

っ
て
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
思
っ

て
い
ま
し
た
。

長
野
県
の
短
大
を
卒
業
後
、

千
手
保
育
園
の
臨
時
職
員
と
し

て
働
き
始
め
て
３
年
目
。
職
員

や
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

周
り
の
多
く
の
人
に
助
け
ら
れ

て
、
こ
れ
ま
で
何
と
か
や
っ
て

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
４

月
か
ら
は
た
ん
ぽ
ぽ
組
（
３
歳
児
）
で
担
任

の
先
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

た
ん
ぽ
ぽ
組
の
19
人
は
元
気
で
お
し
ゃ
べ

り
大
好
き
、
す
な
お
で
こ
っ
ち
の
話
も
き
ち

ん
と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
働
き
始
め
て
か
ら

ず
っ
と
見
て
い
る
子
も
い
る
の
で
、
成
長
し

て
い
く
様
子
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
ね
。

「
あ
ゆ
み
先
生
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
！
」

っ
て
子
ど
も
が
声
を
か
け
て
く
れ
る
と
、
う

れ
し
い
で
す
ね
。
み
ん
な
、
い
ろ
ん
な
お
話

を
し
て
く
れ
る
の
で
、
毎
日
の
会
話
も
楽
し

い
で
す
。子
ど
も
た
ち
と
話
を
合
わ
せ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
遊
ん
だ

り
す
る
た
め
、
日
曜
の
朝
な
ん
か
は
つ
い
つ

い
テ
レ
ビ
を
見
ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
。
子
ど
も

た
ち
が
言
っ
て
た
ヒ
ー
ロ
ー
は
こ
れ
な
ん
だ

っ
て
ね
。

２
年
後
、
た
ん
ぽ
ぽ
組
19
人
の
卒
園
式
は

ぜ
ひ
見
て
み
た
い
で
す
ね
。
い
ろ
い
ろ
思
い

出
し
て
、
き
っ
と
涙
が
出
ち
ゃ
う
ん
だ
ろ
う

な
。

金子歩美さん
1982年生まれ

千手保育園勤務

子どもとともに成長していきたい

前回の押木拓巳さんからバトンタッチ

2

千
手
地
区
は
、
旧
川
西
町
の
東
部
最
南
に

位
置
し
、
中
島
町
、
山
野
田
、
発
電
所
通
り

西
・
東
、
南
台
、
千
手
栄
町
、
朝
日
町
、
四

郎
兼
、
東
善
寺
、
千
手
上
町
、
中
央
町
、
田

中
町
、
神
社
町
、
学
校
町
、
中
屋
敷
、
寺
尾
、

木
島
、
美
咲
町
、
沖
立
、
伊
友
、
高
原
田
、

坪
山
、
霜
条
、
鶴
吉
な
ど
の
27
集
落
か
ら
成

り
た
っ
て
い
ま
す
。

「
千
手
」
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
弘
仁
初
年
（
８
１
０
）、
大
字
水
口
沢

23
戸
・
東
善
寺
３
戸
・
中
屋
敷
15
戸
・
山
野

田
２
戸
・
上
新
井
７
戸
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
約
１
、
２
０
０
年
前
の
延
暦
20

年
、
と
き
の
征
夷
大
将
軍
・
坂
上
田
村
麿
呂

が
千
手
観
音
堂
の
建
立
と
共
に
開
発

し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

妻
有
大
橋
の
た
も
と
に
は
、
大
正

８
年
か
ら
当
時
の
鉄
道
省
が
20
年
の

歳
月
を
か
け
て
築
営
し
た
Ｊ
Ｒ
千
手

発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
建
物
は
長
さ

１
３
５
m
・
幅
30
m
・
高
さ
32
m
、

有
効
落
差
は
53
m
あ
り
ま
す
。
す
え

ら
れ
て
い
る
発
電
機
は
３
・
７
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
も
の
が
５
台
、
一
台
の

重
量
は
約
１
、
０
０
０
ト
ン
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
出
力
は
、
常
時
９
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
、
最
大
出
力
は
12
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
。
使
用
す
る
水
量
は
、
１
秒
間
に
２

０
０
k
で
、
水
道
に
使
用
す
れ
ば
、
１
億
人

に
給
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
伊
友
に
は
、
征
夷
大
将
軍
・
坂
上

田
村
麿
呂
が
、
陸
奥
を
平
定
し
て
の
帰
る
途

中
の
あ
る
夜
、
護
持
す
る
千
手
観
音
が
「
こ

の
地
に
と
ど
ま
り
た
い
」
と
告
げ
た
た
め
、

一
堂
を
建
立
し
て
安
置
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
千
手
観
音
堂
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
７
月
16

日
〜
17
日
の
十
七
夜
祭
り
は
有
名
で
、
善
男

善
女
の
信
仰
を
受
け
て
い
ま
す
。

3

・中島町
・山野田
・南　台
・千手栄町
・朝日町
・四郎兼
・東善寺
・千手上町
・中央町
・田中町
・神社町
・発電所通り西・東ほか

千手地区
（旧川西町）

夜
店
を
見
て
歩
く
の
も
、
祭
り
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す

・学校町
・中屋敷
・寺　尾
・木　島
・美咲町
・沖　立
・伊　友
・高原田
・坪　山
・霜　条
・鶴　吉

自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
と
、

食
事
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
と
日
本
歯

科
医
師
会
で
は
、
人
生
80
年
時
代
を

受
け
て
80
歳
ま
で
20
本
の
歯
を
保
つ

こ
と
を
目
標
と
し
た
「
８
０
２
０
運

動
」
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
11
年
県
民
歯
科
疾
患
実
態
調
査

に
よ
る
と
、80
歳
で
平
均
８
・
82
本
し

か
残
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

歯
が
失
わ
れ
る
原
因
の
半
分
以
上

が
む
し
歯
で
す
。
む
し
歯
は
、
細
菌

が
出
す
酸
に
よ
っ
て
歯
が
溶
か
さ
れ

て
発
生
す
る
病
気
で
す
。
生
涯
に
渡

っ
て
食
生
活
を
楽
し
む
た
め
に
は
、

歯
が
生
え
る
時
期
か
ら
の
む
し
歯
予

防
が
大
切
で
す
。

・
歯
と
歯
肉
の
間

・
歯
と
歯
の
間

・
奥
歯
の
溝

・
歯
並
び
の

悪
い
場
所

①
食
後
は
て
い
ね
い
に
歯
を
み
が
き

ま
し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
に
歯
科
医
院
で
歯
を
見
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

②
糸
よ
う
じ
な
ど
で
歯
間
の
歯
こ
う

を
取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

③
甘
い
お
や
つ
と
飲
み
物
を
控
え
ま

し
ょ
う
。
お
や
つ
は
だ
ら
だ
ら
食

べ
ず
、
食
べ
終
え
た
後
は
歯
を
み

が
き
ま
し
ょ
う
。

④
フ
ッ
素
を
使
っ
て
歯
を
強
く
し
ま

し
ょ
う
。
フ
ッ
素
は
歯
を
溶
か
す

酸
の
生
産
を
抑
え
、
抗
菌
作
用
も

あ
り
ま
す
。

む
し
歯
に

な
り
や
す
い
部
分
は
？

80
歳
に
な
っ
た
と
き
、

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？

問合せ
健康支援課母子保健係
TEL757-3111（内線123）

む
し
歯
を
予
防
す
る
に
は
？

ディズニーのダンボがお気に入りのみみちゃん。

カエルのうた、じょうずに歌えるよ。お父さんが

作っているしんこ餅がみみちゃんの大好物です。

ますだ　みみちゃん　
平成14年６月25日生まれ　
松之山

増田　美海
ちゃん

村山　彪琉
ちゃん

機関車トーマスがだ～い好き！運転が得意なた

けるちゃんのハンドルさばきは、お父さん顔負け

です。保育園で遊ぶのが１番の楽しみかな。

むらやま　たけるちゃん　
平成14年11月12日生まれ　
土市第３

2

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3111（内線214）まで

〈みがきにくい奥歯のみがき方〉
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サッカーＪ１のアルビレックス新潟が８月１日b～６日

gの６日間、当間多目的グラウンド「クロアチアピッチ」で

トレーニングキャンプを行いました。昨年に続き、２年連続

２回目の十日町市キャンプです。１日には、反町康治監督や

選手など約40人が現地入りし、ホテルベルナティオ別館前

で歓迎セレモニーが開催されました。歓迎の花束を受け取っ

た反町監督は、「震災復興の意も込めやって来た。スキルア

ップ（技術向上）したい」とあいさつ。キャンプの決意を語

りました。期間中はサッカー教室や練習試合も行われ、市内

外から多くのサポーターが連日応援に訪れていました。

７
月
27
日
d
、
合
併
後
の
十
日
町
市
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
ま
わ
る
企
画
「
一
日
観
光
資
源
め

ぐ
り
〜
市
民
の
夏
休
み
〜
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

16
人
の
参
加
者
を
乗
せ
た
バ
ス
は
キ
ナ
ー
レ
を

出
発
し
、
松
代
城
、
美
人
林
、
清
津
峡
な
ど
、

代
表
的
な
観
光
地
と
道
中
に
点
在
す
る
大
地
の

芸
術
祭
の
作
品
群
を
巡
り
ま
し
た
。
川
西
地
域

か
ら
参
加
し
た
男
性
は
、「
今
ま
で
見
た
こ
と
が

な
い
場
所
へ
行
け
た
こ
と
が
大
変
素
晴
ら
し
か

っ
た
で
す
」
と
語
り
、
最
後
の
見
学
ス
ポ
ッ
ト

ゆ
く
ら
妻
有
で
温
泉
に
つ
か
っ
て
旅
の
疲
れ
を

い
や
し
て
い
ま
し
た
。

アルビレックス新潟がキャンプ

石原裕次郎号がやってきた

新
十
日
町
の
観
光
地
を
巡
る

石
彫
シ
ン
ポ
作
家
展
開
催
中

tokamachi topics

８月１日b、市内５地域のトップを切って中里地域協議会

が発足しました。中里総合センターで行われた初会合では、

地域内から選ばれた協議会委員24人を代表して柳良二さん

（田沢本村）に田口市長から委嘱状が手渡され、協議会の条

例・規程や他団体との連携、今後の運営方法をなどを話し合

いました。また、会合前には新潟大学助教授の田村秀氏によ

る講演「これからの地方自治のあり方」が行われました。

松之山地域は８日bに初会合が行われ、12日fには松代

地域の初会合が行われます。地域協議会ではこの日をスター

トとして行政と市民の協働によるまちづくりを進めます。

あ
か
ね
園
小
規
模
生
活
単
位
型
施
設
の
増
築

工
事
が
完
了
し
、
７
月
20
日
d
に
し
ゅ
ん
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
８
月
の
着
工
以
来
、

地
震
や
大
雪
の
た
め
大
幅
に
工
事
が
遅
れ
て
い

ま
し
た
が
、
６
月
30
日
e
、
よ
う
や
く
完
成
と

な
り
ま
し
た
。
市
内
で
は
、
三
好
園
し
ん
ざ
に

続
い
て
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
（
個
室
）
44
室
の
新
設

で
す
。
式
の
中
で
　
あ
か
ね
会
の
渡
辺
春
吉
理

事
長
は
、「
園
の
諭さ
と

し
は
、『
あ
か
る
く
・
か
し
こ

く
・
ね
っ
し
ん
に
』
で
す
。
あ
か
ね
園
は
地
域

の
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

市内最初の地域協議会が中里で発足

あ
か
ね
園
増
床
工
事
し
ゅ
ん
工

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3111内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

阪神・淡路大震災の際に兵庫県芦屋市に贈られた移動入浴車「石原

裕次郎号」が7月21日e、芦屋市から駅通り商店街振興組合に引き渡

されました。芦屋市が引き取り手を募ったところ、全国各地から多数

の希望がありましたが、被災地から被災地へという意味も込めて、駅

通り商店街が選ばれました。石原裕次郎号は、新車のトラックを

2,500万円かけて改造したもので、リフトや手すりも設置され、身体

障害者や高齢者も使用が可能です。駅通り商店街振興組合理事長の根

津定二さんは、「湯舟の中に市内の温泉をくみ入れ、仮設住宅の人た

ちに提供したい。将来的には高齢者や障害者の人たちにも活用してほ

しい」とさまざまな活用法に思いを巡らせていました。

梅雨明け告げる、まつだい観音祭

７月23日g・24日aの２日間、松代地域でまつだい観音祭が開催

されました。商店街を走る旧国道には露店が軒を連ね、松代小学校児

童によるマーチングや稚児行列、農耕歴史行列などが行われました。

旧松代町を東西に走り、上杉謙信の時代に高田から六日町へ向かう

軍用道として重要な役割を果たした「古道・松之山街道」。17世紀に

なると、現在集落のある犬伏、松代、蒲生は宿駅村となり、やがて各

地の物産を集散する市場が立つようになりました。７月半ばの市場で

は、松代地内の堂に安置する観音様の例祭も行われ、観音市と呼ばれ

るようになりました。まつだい観音祭は、この名残を現在に伝えるも

のです。松代は観音祭で梅雨が明け、本格的な夏を迎えます。

開
催
中
の
第
11
回
十
日
町
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
参
加
し
て
い
る
作
家
の
作
品
展
が
、
８
月

21
日
a
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
６
坪
（
十
日
町
駅
西

口
前
）
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

石
の
彫
刻
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
れ
ん
が
な

ど
、
材
質
の
違
う
作
品
が
コ
ン
パ
ク
ト
な
展
示

室
い
っ
ぱ
い
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
作
家
の
思

い
が
直
接
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
な
臨
場
感
が
あ

り
ま
す
。
訪
れ
た
見
学
者
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る

彫
刻
を
間
近
に
見
ら
れ
た
こ
と
に
「
い
い
ね
え
」

と
身
を
か
が
め
、
真
剣
に
作
品
と
向
き
合
っ
て

い
ま
し
た
。

（福）



市報とおかまち『だんだん』平成17年8月10日号21 市報とおかまち『だんだん』平成17年8月10日号 20

環境教育・環境保全活動を継続的に実践していることが高

く評価され、六箇小学校が第12回コカ・コーラ環境教育賞奨

励賞を受賞しました。平成15年から継続して行われている

炭焼き体験活動や、老人クラブ連合会との草取り交流会など

の活動が認められたものです。全国からノミネートされた

120団体の中から県内では唯一選出されました。池田清治校

長は、「この活動により、自分から進んで活動する心、身の回

りで自分のできることからやろうとする心、人と協力して高

め合う心が育ちました。地域の支援があったからこそできた

活動だと思っています」と話していました。

六箇小学校が環境教育賞奨励賞を受賞

上町と新水がコミュニティ助成で神輿を整備

池
谷
に
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

tokamachi topics

上町町内会と新水部落会では、今年、自治宝くじの助成金であるコ

ミュニティ助成事業の助成を受けて町内子ども神
み

輿
こし

を整備しました。

両町内は今回の神輿整備を契機に、年代を超えた地域の絆をこれまで

以上に強いものとし、コミュニティ活動を通じて地域の活性化をさら

に図っていきます。

コミュニティ助成事業とは、7自治総合センターが自治宝くじの普

及・広報とともに、コミュニティ活動の健全な発展を図ることを目的

に行っている助成事業です。宝くじは、神輿のほか公園遊具や文化活

動設備、防災設備、緑化活動、各種イベント開催など、地域コミュニ

ティ組織を対象にしたさまざまな地域づくりに役立っています。

過
疎
に
加
え
て
震
災
に
悩
む
池
谷
集
落
を
支

援
し
よ
う
と
７
月
16
日
g
〜
18
日
（
海
の
日
）、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
９
人
が
農
道
の
草
刈
り
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
の

は
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ジ
ェ
ン
で
、
今
回
が

今
年
４
回
目
で
す
。
旧
飛
渡
第
一
小
学
校
池
谷

分
校
を
拠
点
に
、
こ
れ
ま
で
社
会
人
な
ど
延
べ

１
０
０
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
側

の
十
日
町
市
地
域
お
こ
し
実
行
委
員
会
代
表
・

山
本
浩
史
さ
ん
（
池
谷
）
は
、
「
若
い
人
が
た

く
さ
ん
来
て
み
ん
な
喜
ん
で
い
る
。
今
後
さ
ら

に
交
流
を
す
す
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

永年にわたり、地域の交通安全に取り組んで来た功績が認

められ、田村行観さん（岩野・71歳）が交通安全県知事表

彰を受賞しました。田村さんは、昭和59年から現在まで、

市の交通指導隊員として交通安全のために尽力。地域活動の

リーダーとして活躍してきました。田村さんは「こんなに長

く務められるとは思わなかった。交通事故防止の役に立つこ

とができうれしい」と受賞の喜びを話していました。このほ

か、7十日町地区交通安全協会川西女性部が交通安全優良事

業所・団体で、水澤栄治さん（西寺町・73歳）が交通安全

功労者で交通安全対策連絡協議会長表彰を受賞しました。

第
８
回
森
の
夏
コ
ン
サ
ー
ト
が
７
月
23
日
g
、

星
と
森
の
詩
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
、
十
日
町
市
出
身
の
オ
カ
リ
ナ

奏
者
・
五
十
嵐
正
子
さ
ん
と
ピ
ア
ノ
の
二
村
希

一
さ
ん
、
歌
＆
ギ
タ
ー
の
江
川
功
さ
ん
の
３
人

が
、
外
国
の
民
謡
か
ら
お
な
じ
み
の
ア
ニ
メ
ソ

ン
グ
ま
で
多
彩
な
曲
目
を
演
奏
し
ま
し
た
。
初

め
て
訪
れ
た
市
内
の
女
性
は
「
ブ
ナ
林
の
中
で

聞
く
演
奏
は
と
て
も
雰
囲
気
が
良
く
、
美
術
館

か
ら
見
え
る
山
並
み
も
き
れ
い
で
素
晴
ら
し
い

で
す
」
と
語
り
、
木
も
れ
日
の
中
で
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

地域から一つでも交通事故をなくしたい

走った！踊った！中里地区体育祭

夏
の
森
に
響
く
オ
カ
リ
ナ

夏
だ
！
祭
だ
！
Ｊ
Ｃ
ま
つ
り

中里地区体育祭第１回記念大会が７月24日a、中里中学校グラウ

ンドで開催されました。真夏の日ざしが照りつける中、地区ごとに第

１から第６までの６チームに分かれ、さまざまな競技や応援合戦を行

いました。競技の目玉は、市政施行記念超大玉おくり。各チームとも

直径１m50cmの大きな大玉に悪戦苦闘しながらも２人がかりで大玉

を持ち上げ、運び、グラウンドを駆け抜けるなど勝利を目指していま

した。また、応援合戦では、色とりどりの衣装に身を包み、大粒の汗

を流しながらも工夫を凝らした踊りを繰り広げました。

結果は次の通りです。競技の部優勝：第５チーム（倉俣地区）、応

援の部最優秀賞：第４チーム（高道山・清津峡地区）

Ｊ
Ｃ
ま
つ
り
が
７
月
30
日
g
に
妻
有
大
橋
た

も
と
の
つ
ま
り
っ
子
ひ
ろ
ば
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ま
つ
り
を
通
し
て
記
憶
に
残
る
思
い
出
を

創
ろ
う
と
6
十
日
町
青
年
会
議
所
（
Ｊ
Ｃ
）
が

主
催
し
た
も
の
で
す
。
ま
つ
り
で
は
陸
上
自
衛

隊
第
12
音
楽
隊
の
演
奏
や
自
衛
隊
特
殊
車
輌
の

展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
会
場
に
は
川
遊
び
を

楽
し
む
信
濃
川
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン
や
雪
あ
そ
び

ひ
ろ
ば
が
設
け
ら
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
が
真
夏

の
涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
十
日
町
お
お
ま
つ
り
で
使
用
し
よ

う
と
大
万
灯
の
製
作
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

tokamachi topics

ご
み
量
＝
仕
事
量
？

掃
除
用
具
を
手
に
す
る
職
員
。
お
、
ご
み

を
ち
り
と
り
で
取
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
で
す
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
職

場
を
掃
除
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
日
の

職
務
が
終
了
す
る
と
、
各
課
単
位
で
執
務
室

の
掃
除
を
し
ま
す
。
特
定
の
人
が
す
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
週
交
替
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
な
ん
か
こ
の
机
の
周
り
だ
け
、
や
け
に

ご
み
が
多
い
ん
だ
よ
ね
」「
仕
事
の
量
だ
け

ご
み
は
出
ら
ん
だ
て
！
」「
ご
み
と
い
う
か
、

ほ
こ
り
な
ん
だ
よ
な
」「
誇
り
を
持
っ
て
仕

事
し
て
ら
ん
だ
て
！
」。

…
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

8

上町町内会

新水部落会
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来
年
開
催
す
る
第
３
回
大
地
の
芸

術
祭
で
、
ツ
ア
ー
バ
ス
な
ど
作
品
め

ぐ
り
の
ガ
イ
ド
や
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
す
。
●
参
加
資
格
＝
18
歳
以
上

の
人
●
定
員
＝
各
コ
ー
ス
先
着
25
人

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
（
1
７
５
７
│
２
６

３
７
）

【
十
日
町
・
中
里
・
津
南
コ
ー
ス
】

●
日
時
＝
８
月
21
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
●
参
加
費
＝
１
、
２
０
０

円
（
昼
食
代
・
入
館
料
含
む
）

【
川
西
・
松
代
・
松
之
山
コ
ー
ス
】

●
日
時
＝
８
月
28
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
●
参
加
費
＝
２
、
３
８
０

円
（
昼
食
代
・
入
館
料
含
む
）

ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
に
シ
ド
ニ
ー
五

輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
村
真
衣
選
手

が
や
っ
て
く
る
！
世
界
ト
ッ
プ
ス
イ

マ
ー
の
泳
ぎ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ア

ク
ア
ヨ
ガ
無
料
体
験
も
行
い
ま
す
。

●
期
日
＝
８
月
21
日
a
●
入
場
料
＝

無
料
※
入
場
制
限
を
行
う
場
合
あ
り

●
そ
の
他
＝
ア
ク
ア
ヨ
ガ
無
料
体
験

参
加
者
以
外
は
入
水
不
可
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル

（
1
７
６
８
│
４
８
８
０
）

【
中
村
真
衣
選
手
模
範
演
技
＆
水
泳

教
室
】
●
時
間
＝
第
１
部
‥
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分
、
第
２
部
‥
午

後
２
時
〜
３
時

【
ア
ク
ア
ヨ
ガ
無
料
体
験
】●
時
間
＝

午
後
４
時
（
水
着
着
用
で
プ
ー
ル
サ

イ
ド
集
合
）
〜
５
時

セ
イ
コ
き
も
の
文
化
財
団
の
協
力

に
よ
る
企
画
展
で
す
。
●
日
時
＝
８

月
11
日
e
〜
９
月
６
日
c
午
前
10
時

〜
午
後
６
時
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
き

も
の
歴
史
館
●
入
場
料
＝
大
人
３
０

０
円
、
中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生

以
下
無
料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
９
月
〜
10
月
毎
週
火
・
木

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館
●
受

講
料
＝
５
０
０
円
（
き
も
の
一
式
持

参
の
場
合
）
●
定
員
＝
各
曜
日
先
着

10
人
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７

５
２
│
０
１
１
７
）

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ
の
協
力

に
よ
り
昆
虫
標
本
を
展
示
し
、
併
せ

て
名
誉
市
民
・
志
賀
卯
助
氏
の
業
績

を
紹
介
し
ま
す
。
●
日
時
＝
９
月
４

日
a
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
物
産
ホ
ー
ル
内

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
７
５
７

│
２
３
２
３
）

に
い
が
た
田
舎
暮
ら
し
推
進
協
議

会
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
特

産
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
事

業
者
を
対
象
に
、
経
営
意
識
改
革
や

商
品
開
発
、
販
路
拡
大
な
ど
の
課
題

に
対
し
て
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
す

る
研
修
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
●

日
時
＝
８
月
30
日
c
午
後
１
時
〜
５

時
●
会
場
＝
上
越
市
市
民
プ
ラ
ザ

（
上
越
市
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
定

員
＝
先
着
１
０
０
人
●
内
容
＝
研
修

「
食
へ
の
消
費
者
志
向
と
購
買
心
理
」

（
講
師
‥
西
原
昌
男
氏
）「
商
品
開
発

の
手
法
」（
講
師
‥
黒
川
玲
氏
）、
個

別
相
談
会
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
８

月
24
日
d
ま
で
に
、
総
合
政
策
課
企

画
政
策
係
（
内
線
２
３
２
）

21
世
紀
は
女
性
の
活
躍
で
企
業
が

伸
び
る
時
代
で
す
。
自
分
の
能
力
を

伸
ば
し
、
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

こ
れ
か
ら
も
働
き
続
け
た
い
意
欲
的

な
女
性
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
●
日
時
＝
９
月
６
日
c
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
30
分
●
会
場
＝
情
報

館
●
定
員
＝
先
着
20
人
●
内
容
＝
講

議
「
こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
の

考
え
方
」（
講
師
‥
社
員
教
育
研
究

室
・
坂
巻
美
和
子
氏
）、
体
験
発
表

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
総
合
政
策
課

行
革
協
働
係
（
内
線
２
３
１
）

盆
踊
り
を
し
て
、
暑
い
夏
を
吹
き

飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。
●
日
時
＝
８
月

16
日
c
・
17
日
d
午
後
７
時
〜
９
時

30
分
●
会
場
＝
立
正
佼
正
会
十
日
町

教
会
駐
車
場
●
参
加
費
＝
無
料
●
盆

踊
り
曲
目
＝
三
階
節
、
十
日
町
小
唄

ほ
か
●
問
合
せ
＝
立
正
佼
正
会
十
日

町
教
会
（
1
７
５
２
│
４
３
０
８
）

履
歴
書
や
職
務
経
歴
書
の
書
き
方

か
ら
面
接
訓
練
ま
で
、
再
就
職
に
必

要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
伝
授
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
17
日
d
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝
サ
ン
ク
ロ

ス
十
日
町
●
対
象
＝
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
込
み
を
し
て
仕
事
を
探
し
て
い

る
人
●
受
講
料
＝
無
料
●
定
員
＝
先

着
30
人
●
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
求
職

受
付
票
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
十
日
町
（
1
７
５
７
│
２
４
０
７
）

八
箇
太
鼓
と
交
流
を
重
ね
て
き
た

太
鼓
演
奏
団
体
が
プ
ロ
・
ア
マ
を
問

わ
ず
出
演
す
る
太
鼓
交
流
会
で
す
。

●
日
時
＝
８
月
21
日
a
午
後
１
時
20

分
〜
３
時
45
分
●
会
場
＝
市
民
会
館

●
入
場
料
＝
無
料
●
出
演
団
体
＝
八

箇
太
鼓
、
新
崎
樽
ば
や
し
連
、
笹
山

縄
文
太
鼓
、
鬼
太
鼓
座
、
十
日
町
大

太
鼓
「
雪
花
会
」、
和
太
鼓
は
ぐ
る

ま
●
問
合
せ
＝
八
箇
小
学
校
（
1
７

５
７
│
５
４
０
６
）

●
日
時
＝
８
月
21
日
a
午
後
７
時
〜

９
時
10
分
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場

料
＝
５
０
０
円
（
当
日
８
０
０
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料
●
定
員
＝
１
０

０
人
●
入
場
券
取
扱
い
＝
木
村
屋
妻

有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
店
、
イ

ト
ー
楽
器
、
む
つ
み
幼
稚
園
●
問
合

せ
＝
と
お
か
ま
ち
地
球
村
・
山
田
一

美
（
1
０
９
０
│
５
７
５
６
│
２
８

３
２
）

脳
を
活
性
化
さ
せ
筋
肉
や
骨
を
丈

夫
に
す
る
健
康
体
操
の
講
演
と
運
動

指
導
で
す
。
●
日
時
＝
８
月
23
日
c

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
多
目
的
ホ
ー
ル
●
参
加
費
＝

無
料
●
講
師
＝
明
治
学
院
大
学
名
誉

教
授
・
高
橋
賢
一
氏
●
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

十
日
町
ジ
ュ
ニ
ア
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
水

辺
で
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
８

月
27
日
g
午
後
６
時
〜
●
会
場
＝
キ

ナ
ー
レ
回
廊
１
階
●
入
場
料
＝
無
料

●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５
２

│
０
１
１
７
）

●
講
座
名
・
日
時
＝
①
職
員
に
よ
る

実
践
発
表
及
び
教
育
相
談
‥
８
月
26

日
f
午
前
９
時
〜
・
10
時
30
分
〜
②

社
会
的
自
立
と
福
祉
制
度
の
活
用

（
講
師
‥
南
魚
沼
児
童
相
談
所
長
・

宮
崎
純
子
氏
）
‥
８
月
26
日
f
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分
③
軽
度
発
達

障
害
児
の
理
解
と
支
援
（
講
師
‥
は

ま
ぐ
み
小
児
療
育
セ
ン
タ
ー
診
療
部

長
・
東
條
恵
氏
）
‥
８
月
30
日
c
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
●
会
場
＝

県
立
小
出
養
護
学
校
（
魚
沼
市
）
●

参
加
費
＝
無
料
●
申
込
み
＝
８
月
22

日
b
ま
で
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
５
│

７
９
２
│
９
２
７
０
）
●
問
合
せ
＝

県
立
小
出
養
護
学
校
（
1
０
２
５
│

７
９
２
│
５
４
１
２
）

木
造
校
舎
で
聴
く
上
方
落
語
は
最

高
で
す
。
●
日
時
＝
８
月
29
日
b
午

後
６
時
45
分
（
６
時
開
場
）
〜
●
会

場
＝
中
条
小
学
校
枯
木
又
分
校
体
育

館
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）
●
定
員
＝
先
着
１
０
０

人
●
出
演
＝
真
打
・
桂
梅
團
治
師

匠
、
ち
び
っ
子
落
語
家
（
梅
團
治
師

匠
の
息
子
）・
桂
こ
う
め
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
枯
木
又
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
会
・
山
田
（
1
０
９
０
│
２
３

１
６
│
４
５
８
４
）

母
子
・
父
子
家
庭
や
寡
婦
の
皆
さ

ん
の
生
活
向
上
を
目
的
と
し
た
団
体

で
す
。
会
員
の
親
ぼ
く
を
図
る
慰
安

事
業
と
し
て
、
日
帰
り
温
泉
旅
行
や

ぶ
ど
う
狩
り
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。
●
年

会
費
＝
１
、
０
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

（
1
７
５
０
│
５
０
１
０
）

農
林
水
産
省
で
は
、
男
女
が
共
同

し
て
い
き
い
き
と
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
表
現
さ
れ
た
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
●
応
募
作
品
＝
お
お
む

ね
１
年
前
ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
未
発

表
の
写
真
で
、
２
Ｌ
〜
４
つ
切
り
サ

イ
ズ
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
９
月
16
日
f
ま
で
に
、

必
要
事
項
を
記
入
し
た
応
募
用
紙
を

添
え
て
総
合
政
策
課
行
革
協
働
係

（
内
線
２
３
１
）
に
提
出

禁
煙
と
健
康
に
対
す
る
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
禁
煙
・
分
煙
を

す
す
め
る
ポ
ス
タ
ー
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
●
テ
ー
マ
＝
多
く
の
人
が
集

ま
る
施
設
で
の
禁
煙
・
分
煙
の
推
進

●
応
募
資
格
＝
小
学
生
以
上
●
規
格

＝
画
用
紙
四
つ
切
り
横
●
入
選
発
表

＝
10
月
上
旬
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

９
月
９
日
f
ま
で
に
、
県
福
祉
保
健

部
健
康
対
策
課
（
1
０
２
５
│
２
８

５
│
５
５
１
１
）

県
内
で
の
新
し
い
事
業
展
開
や
有

望
な
産
業
分
野
へ
の
進
出
を
応
援
す

る
た
め
、
中
小
企
業
者
な
ど
が
行
う

新
技
術
開
発
や
新
商
品
開
発
な
ど
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
●
募

集
期
間
＝
９
月
16
日
f
ま
で
●
対
象

＝
中
小
企
業
者
ま
た
は
法
人
格
を
有

す
る
中
小
企
業
の
団
体
●
補
助
対
象

キ
ナ
ー
レ
き
も
の
歴
史
館

小
泉
清
子
の
デ
ザ
イ
ン
き

も
の
＋
楽
し
い
き
も
の
展

キ
ナ
ー
レ

夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト

レ
イ
ン
ボ
ー
健
康
体
操

講
演
会
・
運
動
指
導

大
地
の
芸
術
祭
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
研
修
ツ
ア
ー

ク
ロ
ス
10
物
産
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

松
之
山
の
自
然
と

名
誉
市
民
・
志
賀
卯
助
展

八
箇
太
鼓
フ
ェ
ス
タ

〜

太
鼓
交
流
会

〜

障
害
児
の
支
援
を
考
え
ま
し
ょ
う

小
出
養
護
学
校
公
開
講
座

ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル

中
村
真
衣
水
泳
教
室
＆

ア
ク
ア
ヨ
ガ
無
料
体
験

震
災
復
興
支
援
・
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
っ
と
こ
い
寄
席

女
性
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

実
戦
！

再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

地
域
の
特
産
品
商
品
化

研
修
相
談
会

十
日
町
市
母
子
福
祉

い
つ
美
会
会
員
募
集

夏
だ
！
元
気
だ
！
盆
踊
り
だ
！

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画

活
動
い
き
い
き
フ
ォ
ト

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

禁
煙
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

戦
後
の
混
乱
期
、
世
相
の
明
暗

を
写
し
出
す
、
当
時
の
粗
悪
な
紙

（
仙
花
紙
）
を
使
っ
た
カ
ス
ト
リ

雑
誌
と
呼
ば
れ
た
当
時
の
大
衆
雑

誌
を
、
西
潟
浩
平
氏
（
市
内
福
島

在
住
）
の
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

ら
厳
選
し
て
公
開
し
ま
す
。

８月13日G・14日A・15日Bは全館無料公開

日　時 ８月21日aまでの

午前９時～午後５時

会　場 博物館

入館料 200円

※中学生以下無料

内　容 カストリ雑誌

約260種・600冊

問合せ 博物館

1757-5531

に
い
が
た
産
業
創
造
機
構

ゆ
め
・
わ
ざ
・
も
の
づ
く
り

支
援
事
業
の
事
業
計
画
募
集

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

き
も
の
着
付
け
教
室

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
上
映
会

１
０
７+

１

〜
天
国
は
つ
く
る
も
の
〜

愛
欲
・
犯
罪
・
猟
奇
…

敗
戦
直
後
の

す
さ
ん
だ
世
相
を
振
り
返
る

博
物
館

終
戦
60
周
年
記
念
企
画
展
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被災した住宅などを修理したら、
請求書や領収書などの書類を保存しておきましょう

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

期
間
＝
18
年
３
月
31
日
ま
で
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
7
に
い
が
た
産
業
創

造
機
構
（
1
０
２
５
│
２
４
６
│
０

０
５
１
）

【
ゆ
め
づ
く
り
支
援
補
助
金
】

新
た
な
事
業
展
開
に
結
び
付
け
る

た
め
の
準
備
段
階
（
企
画
、
調
査
、

立
案
な
ど
）
に
要
す
る
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
●
補
助
金
額
＝
50

〜
１
０
０
万
円
●
補
助
率
＝
２
分
の

１
以
内
●
募
集
件
数
＝
５
件
程
度

【
わ
ざ
づ
く
り
支
援
補
助
金
】

従
来
に
な
い
新
し
い
技
術
の
研
究

開
発
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
●
補
助
金
額
＝
１
０

０
〜
５
０
０
万
円
●
補
助
率
＝
２
分

の
１
以
内
●
募
集
件
数
＝
４
件
程
度

【
も
の
づ
く
り
支
援
補
助
金
】

独
自
の
技
術
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
今

ま
で
に
な
い
画
期
的
な
商
品
を
開
発

し
、
新
規
市
場
の
創
出
や
新
た
な
事

業
展
開
を
図
る
商
品
開
発
（
試
作
）

に
関
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
●
補
助
金
額
＝
１
０
０
〜
３
０

０
万
円
●
補
助
率
＝
２
分
の
１
以
内

●
募
集
件
数
＝
５
件
程
度

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
血
圧
、
糖
尿

病
が
気
に
な
る
70
歳
以
下
の
人
が
対

象
の
教
室
で
す
。
●
期
日
＝
Ａ
グ
ル

ー
プ
８
月
30
日
c
、
９
月
６
日
c
・

20
日
c
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
９
月
27
日
c
、

10
月
５
日
d
・
11
日
c
●
時
間
＝
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
●
定
員
＝
各

グ
ル
ー
プ
先
着
30
人
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

（
内
線
１
２
６
）

石
綿
製
造
業
務
に
従
事
し
て
い
た

人
の
、
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ

る
肺
が
ん
や
中
皮
腫
な
ど
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
十
日
町
保
健
所
で

は
、
石
綿
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
●
問
合

せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

部
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
を
受
け

た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
と
き
、
免
除
期
間
に
つ

い
て
は
年
金
額
が
３
分
の
１
（
半
額

免
除
は
３
分
の
２
）
に
計
算
さ
れ
る

た
め
、
満
額
の
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
免
除
を

受
け
て
か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

そ
の
当
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付

（
追
納
）
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
よ
り
満
額
に
近
い
年
金
を
受

け
取
け
る
た
め
に
も
、
保
険
料
の
追

納
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。
●
問

合
せ
＝
新
潟
社
会
保
険
事
務
局
六
日

町
事
務
所
（
1
０
２
５
│
７
７
０
│

２
２
１
１
）

国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
す
る
形
で
年
金
を
支
給

し
、
老
後
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
人
や
農
業
者
年
金
の
加
入
者
を
除

き
、
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
や
農
業
な
ど
の
人
）
で
あ

れ
ば
、
だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
国
民
年
金
の
付
加
保
険
料

は
納
め
ら
れ
な
く
な
る
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
掛
金
は
、
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ゆ
と
り

あ
る
老
後
の
た
め
、
国
民
年
金
基
金

に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝

新
潟
県
国
民
年
金
基
金
（
1
０
２
５

│
２
４
５
│
９
３
４
５
）

ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
で
遊
ん
だ
り
馬
や

羊
に
草
を
や
っ
た
り
自
然
を
満
喫
！

じ
ゃ
が
い
も
掘
り
（
料
金
別
途
）
も

で
き
ま
す
。
●
利
用
料
＝
５
０
０
円

●
貸
し
テ
ン
ト
＝
１
張
１
、
０
０
０

円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
結
い
の
里

（
1
７
５
０
│
２
４
４
３
）

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
る
記
憶

力
や
判
断
力
の
低
下
、
健
康
上
の
不

安
な
ど
に
付
け
込
ん
だ
、
さ
ま
ざ
ま

な
悪
質
商
法
が
後
を
立
ち
ま
せ
ん
。

特
に
高
齢
者
は
、
大
き
な
買
い
物
を

す
る
と
き
な
ど
は
１
人
で
契
約
せ
ず
、

事
前
に
必
ず
家
族
な
ど
と
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

活
用
で
き
ま
す

〜
成
年
後
見
制
度
〜

判
断
能
力
が
不
十
分
ま
た
は
判
断

能
力
を
欠
い
て
い
る
成
年
者
を
保
護

す
る
制
度
で
す
。
判
断
能
力
の
程
度

に
よ
り
「
補
助
」「
保
佐
」「
後
見
」

の
３
段
階
が
あ
り
ま
す
。
本
人
の
代

理
で
契
約
締
結
し
た
り
、
本
人
の
法

律
行
為
を
後
か
ら
取
り
消
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

契
約
し
て
し
ま
っ
て
も

〜
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
〜

契
約
の
申
込
み
か
ら
８
日
間
は
、

申
込
み
の
撤
回
ま
た
は
解
除
が
で
き

ま
す
。
業
者
が
法
令
に
基
づ
い
た
文

書
の
交
付
を
し
て
い
な
け
れ
ば
、
こ

の
期
間
は
延
長
さ
れ
ま
す
。

●
問
合
せ
＝
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
４
１
９
６
）

市
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線

１
５
８
）

石
綿
被
害
の
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

分
は
追
納
で
き
ま
す

よ
り
豊
か
な
老
後
の
た
め
に

国
民
年
金
基
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
！

悪
質
商
法
に
ご
注
意
を

な
ぐ
も
原
・
結
い
の
里

キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

●地域福祉基金へ＝ミユキメンテナンス㈱社員一

同（500,000円）

●情報館へ＝大島久衛（昭和町３）庭野勇吉（高

田町３西）

●博物館へ＝田村ハツ（島）桑原秋子（谷内丑２）

桾沢豊子（美雪町３）久保田正男（新水）

７月25日届出分まで（敬称略）

寄付ありがとう寄付ありがとう

▼
前
号
で
取
材
に
伺
っ
た
佐
藤
勝
巳
さ
ん
ご

夫
婦
は
、
戦
時
中
の
体
験
を
手
記
に
し
て
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
終
戦
後
、
家
族
で
北
朝
鮮

に
抑
留
さ
れ
、
明
日
の
こ
と
も
分
か
ら
な
い

避
難
生
活
の
中
で
、
幼
い
２
人
の
お
子
さ
ん

を
栄
養
失
調
の
た
め
亡
く
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

成
す
す
べ
の
無
い
状
況
の
中
で
ど
れ
程
心
が

痛
ん
だ
だ
ろ
う
、
切
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
、

身
に
つ
ま
さ
れ
る
思
い
で
拝
読
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
の
土
を
踏
む
ま
で
の
行
程
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
し
た
。

▼
毎
年
「
ゆ
ず
り
葉
」
８
月
号
は
、
戦
争
の

記
録
特
集
号
で
す
。
寄
せ
ら
れ
た
体
験
談
か

ら
は
、
戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
へ
も
そ
の

思
い
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

▼
広
島
市
派
遣
団
の
一
員
と
し
て
長
女
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
被
爆
地
の
記
録
、
体
験

者
の
生
の
声
を
聞

く
こ
と
は
、
決
し

て
無
駄
に
は
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。

（優）

▼
郡
市
か
ら
中
越
、
県
、
北
信
越
と
勝
ち
上

が
り
、
見
事
つ
か
み
取
っ
た
全
国
大
会
へ
の

切
符
。
今
号
の
13
ペ
ー
ジ
で
は
、
全
国
大
会

に
出
場
す
る
38
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
頂

点
を
目
指
す
人
、
初
勝
利
を
目
指
す
人
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
悔
い
を
残

さ
ず
、
い
い
思
い
出
に
な
る
よ
う
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
夏
の
甲
子
園
、
高
校
野
球
が
始

ま
り
ま
し
た
。
５
年
前
、
甲
子
園
初
出
場
を

果
た
し
た
十
日
町
高
校
の
若
井
監
督
は
試
合

後
、「
甲
子
園
は
球
場
で
は
な
く
舞
台
だ
っ
た
。

で
も
、
今
日
が
甲
子
園
を
夢
の
舞
台
か
ら
戦

う
舞
台
へ
と
変
え
た
そ
の
ス
タ
ー
ト
の
日
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
生
も
が

ん
ば
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
近
い
う
ち
に

ま
た
い
い
夢
が
見
ら

れ
な
い
か
な
あ
。

（玉）

血
液
さ
ら
さ
ら
教
室

中越大震災の義援金で

修学援助や芸術文化活動支援を実施
市では、中越大震災に対して新潟県からの義援金を積み立て、

「十日町市中越大震災復興教育文化支援基金」を設置しました。こ
れを原資に修学援助や芸術文化活動支援を行います。

申込み・問合せ 生涯学習課生涯学習係1757-5011

十日町市中越大震災復興
芸術文化活動支援事業

対象事業 市内の団体が実施する次の各種事業

①芸術文化分野での成果発表または展示事業

②芸術文化分野での自主企画により招へいした公演ま

たは展示事業

③十日町市民と市外地域住民との文化交流事業

支援金額 上限50万円　※１団体１事業に限る

支援率 ①③…事業費の８割以内

②……同６割以内

提出書類　　芸術文化活動支援申請書など

対象世帯 住宅被害が「半壊」以上の世帯で

・中越大震災時に対象学生がいた

・17年４月１日現在、対象学生がいる

対象学生・援助金額

①高等学校、高等専門学校または修業年限が２年以上

の専修学校（高等課程）の生徒：１人５万円

②大学、短期大学または修業年限が２年以上の専修学

校（専門課程）の学生：１人15万円

提出書類 修学援助金交付申請書、在学証明書など

※該当者には申請書などを個人通知します。

十日町市中越大震災復興修学援助金

申込み・問合せ 学校教育課学事係（内線314）
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

運
動
会
の
玉
入
れ

運動会で玉入れをしたよ。玉がいっぱいカゴに入ったんだ。玉をいっぱい手に持つところが難しかったけど、カゴの中はじょうずにかけたよ。

桐原ゆいさん（１年）

い
ろ
ん
な
花

こんなお花あっ
たらいいな。い

ろ

んな色が入っ
た花を夢で見

たんだ。

カラフルな一つ
の花だよ。でっ

かい

花がうまくかけ
たよ。

庭野皓
こう

太
た

郎
ろう

さん（２年）

夢
の
公
園

砂場のストローをたてるのが大変
だったけど銀のすべり台はうまくで
きたよ。綿で草を、布でお花を作っ
たんだ。こんな公園あったらいいな。

尾身和
か

央
お

理
り

さん（３年）

春

裏に色紙をはって光をあてると浮
かび上がる光の芸術です。桜の木や
花びら、ツクシがきれいにできまし
た。自分の部屋に飾りたいです。

池田なるみさん（４年）

障
害
物
の
不
思
議
な
森

不思議の森に雪
が降り積もって

い

ます。綿の雪
、ビーズや小

石の池、

屋根のビーズ、
段ボールをまい

た木

の切り株などが
上手にできまし

た。

清水梨
り

香
か

子
こ

さん（５年）

小
木
の
た
ら
い
舟

佐渡の修学旅行でたらい舟に乗りました。たらいは大きく、揺れて怖かったけど、楽しかったです。海の色の濃淡がうまく表現できました。

馬場明
あ

日
す

香
か

さん（６年）

市民の動き ■人　口 63,679人（－31） 男 31,205人（－22） 女 32,474人（－9）
■世帯数 19,869世帯（＋11） 7月末現在（ ）は前月からの増減

西
小
学
校
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